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男女共同参画推進委員会

研修会の実施について

男女共同参画推進委員会では、2019 年度に男女共同参画社会の推進にむけた取り組みに関

する研修会を実施いたしました。

【テーマ】ダイバーシティと女性活躍推進

【日時】2019 年 12 月 13 日（金）16:15～17:00

【講師】公益財団法人２１世紀職業財団 客員講師

森 仁美 氏

【会場】共通講義棟（Ｆ棟） Ｆ１２講義室

【参加者数】１８名（役員１名、大学教員４名、附属学校

教員２名、事務系職員７名、学生４名）

本学では、性別にかかわりなく個性と能力を十分に発揮できる社会を目指し、男女共同参

画推進の意義について理解を促進し、男女の人権に対する意識啓発に努めています。

研修会では、２１世紀職業財団から森仁美さんを講師としてお招きし、ダイバーシティ・

マネジメント（一人ひとりの多様な特性を尊重して組織を持続的に成長させる戦略）の観点

から、主として女性労働者の活躍推進や仕事と生活の両立推進をめぐる現状と課題について、

ご講演いただきました。組織が成長する上でダイバーシティ（多様性）の尊重が有効かつ必

要であること、そのために働き方の見直しが求められており、男性・女性双方の意識改革が

課題となることなどが具体的な事例を交えつつ説明され、充実した研修会となりました。

参加者からは、意識改革に関して男女の役割分担

をめぐる思い込みを脱却することの大切さや難しさ

を考える機会になった等、好評の声が多く寄せられ

ました。この他、働き方を見直し、男女ともにキャリ

ア形成をしていく上で業務を精選していくことの必

要性や、本学で「ダイバーシティ宣言」をつくるべき

との意見もみられました。

男女共同参画ニュースレター



本学では、育児・介護休暇、短時間勤務など、育児・介護等を支援するための各種制度を

整えています。育児・介護のほか、結婚・出産に関する制度もあります。

下記の表は制度の一部です。下記以外の制度や詳細について、一覧表を本学ホームページ

の「男女共同参画」→「教職員向け」に掲載していますので、ぜひご覧ください。

（ https://www.kyokyo-u.ac.jp/danjo/ ）

京都教育大学 男女共同参画推進委員会

（担当：総務・企画課）

教職員の育児・介護等を支援する制度一覧について

育児・介護等を支援する制度一覧（抜粋）

結
婚

結婚休暇
結婚式,旅行その他結婚に伴い必要と認められる行事のため
の休暇

保健指導又は健康診査を受ける場合の時間

休憩又は補食のための時間

通勤混雑等による負担緩和のため必要な場合

産前休暇

［常勤職員］産前８週間（多胎妊娠の場合は１４週間）の
休暇
［非常勤職員］産前６週間（多胎妊娠の場合は１４週間）
の休暇

産後休暇 産後８週間の休暇

配偶者の出産休暇
配偶者の出産に伴い勤務しないことが相当であると認めら
れる場合

子の養育のための休暇
配偶者が出産する場合であって、出産に係る子又は小学校
就学前の子（配偶者の子を含む）を養育するための休暇

早出遅出勤務
業務の正常な運営に支障がある場合を除き、始業及び就業
の時刻を７時から２２時の範囲内で繰り上げ又は繰り下げ
て,所定労働時間を変更せず勤務

子の保育のための休暇 生後１年に達しない子の保育（授乳等）をするための休暇

子の看護等のための休暇
中学校就学の始期に達するまでの子（配偶者の子を含む）
を看護するとき（予防接種・健康診断等への付き添い含
む）の休暇

子の学校行事等への出席のた
めの休暇

中学校就学の終期に達するまでの子（配偶者の子を含む）
が在籍する（又は在籍することとなる）学校の行事等へ出
席するときの休暇

育児休業
３歳に満たない子と同居し養育する場合の休職
（１週間の所定勤務日数が２日以下の方は利用できない）

育児短時間勤務
１日あたり４時間（非常勤職員は所定労働時間の２分の１
の時間）を超えない範囲内で短縮して勤務

早出遅出勤務
業務の正常な運営に支障がある場合を除き、始業及び終業
の時刻を７時から２２時の範囲内で繰り上げ又は繰り下げ
て,所定労働時間を変更せず勤務

介護休暇 要介護状態にある家族の介護のための休暇

介護休業
要介護状態にある家族の介護のための休職
（１週間の所定勤務日数が２日以下の方は利用できない）

介護短時間勤務
１日あたり４時間（非常勤職員は所定労働時間の２分の１
の時間）を超えない範囲内で短縮して勤務
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